
　

７
月
豪
雨
に
よ
る
球
磨
川

の
氾
濫
で
60
人
を
超
え
る

死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
、

今
も
な
お
１
４
０
０
人
以
上

が
避
難
生
活
を
続
け
る
熊
本

県
。
災
害
に
打
ち
の
め
さ
れ

な
が
ら
も
、
復
興
に
向
け
て

歩
き
出
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

後
と
し
て
は
初
め
て
の
大
規

模
災
害
。
県
外
か
ら
来
る
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、

被
災
地
で
の
感
染
拡
大
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、

　

今
回
の
７
月
豪
雨
災
害

で
真
っ
先
に
危
惧
さ
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
避
難
所
運
営
。
特
に
大
規
模
災
害

発
生
時
は
、
避
難
所
に
人
が
集
ま
る
こ
と

に
よ
る「
感
染
爆
発
」
を
不
安
視
す
る
意

見
も
多
く
、
自
治
体
ご
と
に
対
策
を
進
め

て
い
る
矢
先
の
災
害
で
し
た
。
避
難
所
の

多
く
は
体
育
館
な
ど
間
仕
切
り
や
ト
イ
レ

も
少
な
い
施
設
。
今
回
の
豪
雨
災
害
で

は
、
押
し
寄
せ
る
避
難
者
の
検
温
や
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
資
材
不
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
錦
江
町
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
自
然
災
害
と
い
う「
複
合
災
害
」

へ
の
備
え
と
し
て
、
避
難
所
用
備
品
を
整

備
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
運
営
に
対
応

し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
一
新
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に

注
目
さ
れ
る「
互ご
き
ん
じ
ょ

近
助
」
と
い
う
考
え
方
。

避
難
所
に
行
く
こ
と
が
危
険
と
判
断
し
た

場
合
、
近
所
の
知
人
や
親
戚
宅
へ
の
避
難

も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
安
全
な
場
所
へ

逃
げ
る
こ
と
こ
そ
が
避
難
。
近
所
で
の
つ

な
が
り
と
支
え
が
危
機
を
乗
り
越
え
ま
す
。

受
入
は
県
内
在
住
者
に
限
っ
た
前
例
の
な

い
対
応
。
恐
れ
て
い
た
複
合
災
害
に
よ
る

復
旧
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
で
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
受
付
業

務
も
人
手
が
足
り
な
い
状
況
。
鹿
児
島
県

社
協
と
調
整
を
進
め
な
が
ら
８
月
末
に
は

第
５
陣
と
し
て
、
当
協
議
会
か
ら
も
受
付

業
務
な
ど
の
支
援
に
向
か
う
計
画
で
す
。

　

熊
本
地
震
や
西
日
本
豪
雨
災
害
で
は
、

錦
江
町
で
も
災
害
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
。
熊
本
県
御
船
町
や
広
島
県
呉
市
に

町
民
一
体
と
な
っ
て
向
か
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
災
害
と
い

大根占小と馬場地区の「復興支援米」９年目

「感染の不安」と「復興の遅れ」

う
異
例
の
事
態
。
状
況
を
見
据
え
、
受
入

体
制
が
整
っ
た
段
階
で
迅
速
な
支
援
が
で

き
る
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
事
前
登
録

を
進
め
て
い
ま
す
。
誰
も
が
被
災
者
に
な

る
可
能
性
は
あ
る
の
で
す
。
困
っ
て
い
る

と
き
、
不
安
な
と
き
こ
そ
支
え
合
う
。
そ

の
想
い
こ
そ
が
復
興
へ
の
原
動
力
に
つ
な

が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

2011 年に発生した東日本大震災の翌年から始まった、
大根占小の「復興支援米」は今年で９年目。現在は熊
本地震で被災した熊本県嘉島町へ毎年届けています。
田植えや収穫作業は馬場地区産業部も協力。今年も
10 月に収穫し、手紙や写真を添えて届ける計画です。

2016 年に発生した熊本地震、2018 年に中国・近畿地
方を襲った西日本豪雨災害では、錦江町でも災害派遣
ボランティアを募集し、熊本県と広島県へ町民一体と
なって支援に向かいました。しかし今回は、新型コロ
ナの影響で県内ボランティアに限定。感染拡大の不安
と、人手不足による復興の遅れが不安視されています。

ラップで包む新発想のポータブ
ルトイレは、排泄するごとに水
を使わずに臭いと汚れを完全密
封します。常に衛生的で、水や
電気が止まっても使用できる。

使用後はリモコンで
圧着し、燃えるゴミ
として処分できる→

直接肌に触れることなく約
１秒で体温を測定できる。
皮膚への接触がないため、
測定ごとに消毒する作業が
なく感染リスクも少ない。

毎年のように大規模災害が発生する災害多発時代。
新型コロナウイルスの収束も見えないなか、

「コロナ」と「災害」という過去前例のない複合災害に
どう対応し乗り越えるか。今、真剣に向き合うとき――。

［避難所備品整備は新型コロナ感染対策として緊急経済対策で導入］

誰もが「被災者」になる可能性がある―。
だからこそ支え合う。復興を目指して。

新型コロナウイルスと大規模災害

床に直接横たわるよりも体への負担やほこり
を吸い込むリスクが少なく、新型コロナウイ
ルスの感染対策にも有効と言われる段ボール
ベッド。軽いため収納や組み立ても
簡単で、昼間はイスとしても
利用できる。

段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド

段ボールパーテーション /ユニット畳屋内テント

ポータブルトイレ

非接触型体温計

避難所でプライ
バシー空間を確
保 で き る テ ン ト を
導入。周りとの距離を保ち、
大人２人が寝れるサイズ。目隠しの
天幕を設置することで着替えや授乳
スペースとしても幅広く利用できる。

収納時▶

◀収納時

収納時▶

避難所における個
室環境を実現する
ことで、避難者同
士 の 距 離 を 確 保。
ユニット畳を組み
合 わ せ る こ と で、
快適性、断熱性も
向上し、長期の避
難にも対応できる。

「近所で、地域で支え合う」

厚ケ瀬自治会長

厚ケ瀨 博文 さん

自治会から避難所までは約４km。運転がで
きない一人暮らしのお年寄りも多いため、
台風や大雨のときは、歩いて行ける公民館
を避難所として開放しています。普段から
声をかけ合う地域のつながりが大切。私た

ちは、自然災害を防ぐこ
とはできません。だから
こそ支え合い、想定外の
危機も乗り越えたいです。

自治会からの義援金受付状況▼
36件　397,177円（7/31 現在）

宿利原/山之口 /鳥井戸 /神川上 /半下石
/協和/神之浜１区/大久保/本町/旭町 /
鶴園/表木/橋ノ口/木原/上原/西中郡/
東中郡/池野/猪鹿倉/郷ノ原/早瀬/栄町
/桜原/富田/昇陽/柴立/原沢/上柴立/瀬

戸口/折小野/京町/皆倉/中園/川北/神川城/麓
※掲載は受付順。義援金箱の金額も含んでいます

問錦江町社会福祉協議会☎ 22-2000

錦江町社会福祉協議会で義援金を受付中。寄せられた義
援金は日本赤十字社を通じて全額被災地へ届けられます。

錦江町役場本庁 / 役場田代支所 / 総合
交流センター / 田代保健福祉センター

令和２年豪雨災害の義援金箱を設置

錦江町社会福祉協議会
満留 満春 事務局長

設置場所
町内４カ所

複
合
災
害錦江町役場 総務課

木下 勝幸 主幹（防災担当）

避難所での新型コロナ
ウイルス感染防止のため

非接触型体温計や
ポータブルトイレ、
屋内テントなどの

避難所設備を導入

コロナ禍での避難

複合災害に備える

現在、新型コロナの影響で県を超えてのボランティア
支援ができません。現地の受入体制が整い次第、迅速
に活動支援が行えるように「事前登録」を受け付けて
います。錦江町が復興支援ボランティアを募集する際
には、事前登録者へ個別に案内させていただきます。

復興支援ボランティアの事前登録を受付中

災害
特集 命を守るための避難令和２年７月豪雨災害

支援 輪の
できることをできる限り
被災地に行けなくても
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